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特　集

大
型
公
共
工
事
紹
介
　
③

第
3
回
目
の
今
回
は
、
河
川
の
水
質
悪
化
を
防
ぎ
、
清
潔
で
住
み
よ
い
環
境
を
つ
く
る
下
水
道

事
業
で
す
。

し
く
、
清

礎
づ
く
り
〃
下
水

↓
平
成
十
年
四
月
か
ら
供
用
開
始
に
な
っ
た

下
蚊
屋
地
区
農
業
集
落
排
水
施
設

家
庭
か
ら
の
生
活
雑
排
水
が
年
々
増
え
続
け
、
生
活
環

境
や
河
川
、
湖
沼
の
汚
れ
の
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
住

民
か
ら
も
ト
イ
レ
の
水
洗
化
や
汚
水
の
処
理
を
望
む
声
が

高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
下
水
道
普
及
率
は
、
全
国
平
均

が
約
六
十
㌫
、
鳥
取
県
平
均
四
十
㌫
、
江
府
町
が
二
十
㌫

と
な
っ
て
い
ま
す
。
全
国
的
に
、
都
市
部
で
は
普
及
率
が

高
く
、
農
漁
村
部
で
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

江
府
町
で
は
、
平
成
三
年
度
か
ら
下
水
道
事
業
に
着
手

し
ま
し
た
。

現
在
で
は
、
一
部
地
域
で
農
業
集
落
排
水
事
業
に
よ
る

処
理
場
が
完
成
し
、
川
筋
地
区
・
月
田
地
区
・
下
蚊
屋
地

区
・
助
沢
地
区
で
供
用
開
始
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

俣
野
地
区
の
一
部
と
西
成
地
区
で
平
成
十
一
年
か
ら
供
用

開
始
の
予
定
で
す
。

下
水
道
事
業
は
、
事
業
の
目
的
や
規
模
に
よ
っ
て
、
次

の
と
お
り
各
々
の
補
助
を
受
け
て
行
い
ま
す
。

受
益
人
口
が
千
人
以
上
の
比
較
的
大
規
模
の
場
合
は
、

建
設
省
の
公
共
下
水
道
事
業
。
二
十
戸
以
上
千
人
未
満
は

農
林
省
の
農
業
集
落
排
水
事
業
。
そ
れ
以
下
は
、
厚
生
省

の
合
併
浄
化
槽
事
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
町
で
は
、
平
成
二
十
五
年
ま
で
に
、
普
及
率
百
㌫
を

め
ざ
し
て
い
ま
す
。

●

一般に「下水道」と言われるものは、下水道法上の下水道より
広義に理解されている場合もあり、次のように区分される。

▲江尾地区公共下水道工事のようす（小江尾）

◎

下水道法上の
下水道

（建設省所管）
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下水道事業処理区別事業計画

処 理　 区　 名 事 業 種 別

計　　　　　　　　　　　 画
事 業 費

（百万 円）

供 用 開 始 日面　 積

（ha）

戸　 数

（戸）

人　 口

（人）

管 路 延 長

（m ）

汚 水 量

（m 3／日）

下　 蚊　 屋 農 業 集 落 排 水 3．2 34 166 88 0 57 2 59 平 成10年

助　　　　 沢 農 業 集 落 排 水 1．4 18 78 7 92 27 20 2 平 成10年

江　　　　 尾 公 共 下 水 道 39．0 45 5 1 ，74 2 19 ，20 0 900 2，70 0 平成 13年 一部

俣　　　　 野 農 業 集 落 排 水 1 1．5 1 13 4 05 4 ，83 0 129 7 17 平成 11年

富　　　　 市 農 業 集 落 排 水 5．0 4 7 179 2 ，3 70 90 342

杉　　　　 谷 農 業 集 落 排 水 7．3 4 7 180 2，6 50 90 38 1

美　　　　 用 農 業 集 落 排 水 5．2 4 3 164 1 ，7 70 82 355

御　　　　 机 農 業 集 落 排 水 6．6 44 185 1，150 93 255

貝　　　　 田 農 業 集 落 排 水 4．9 4 6 2 10 1 ，76 6 63 278 平 成 8 年

大　 河　 原 農 業 集 落 排 水 8．1 3 5 133 2 ，9 00 67 45 1

吉　　　　 原 農 業 集 落 排 水 4．0 2 9 87 6 00 44 280

柿　　　　 原 農 業 集 落 排 水 4．1 3 1 14 6 1 ，550 73 238

川　　　　 筋 農 業 集 落 排 水 2 1．8 19 8 74 8 11 ，4 50 510 1，320 平 成 7 年

袋　　　　 原 林 業 集 落 排 水
ー 15 63 32 6 0 平 成 13年

西　　　　 成 林 業 集 落 排 水
－ 11 4 1 － 2 1 4 0 平 成 11年

深山口 ・古屋敷 合　 併　 処　 理
－ 11 36 － 18 65

尾　 上　 原 合　 併　 処　 理
－ 1 2 － 1 2

下　 安　 井 合　 併　 処　 理
－ 1 4 － 2 2

半　 の　 上 合　 併　 処　 理
－ 1 4 － 2 2

笠　 良　 原 合　 併　 処　 理
ー 4 12 － 6 8

下　 蚊　 屋 合　 併　 処　 理
－ 1 4 ー 2 2

大　　　　 谷 合　 併　 処　 理 4 17 9 8

美　 女　 石 合　 併　 処　 理
－ 2 10 － 5 4

川　　　　 平 合　 併　 処　 理
ー 3 7 － 4 6

大　　　　 浦 合　 併　 処　 理
－ 8 25

ー 13 16

合　　　　 計 1，202 4 ，64 8 2 ，340 7 ，9 93
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野
監
巌
室
塑
雲
蘭
冨
啓
評
賞
寄

長
い
間
、
お
世
話
に

な
り
ま
し
た

4

新
任
3
人
・
再
任
1
5
人

厚
生
大
臣
か
ら
の
委
嘱
状
が

↓
福
田
町
長
か
ら
手
渡
さ
れ
ま
し
た

1、｝転義
副総務河上紀恵子（宮市）総務安江久夫（洲河崎）

平
成
十
年
十
二
月
九
日
、
町
役

場
で
民
生
児
童
委
貞
の
委
嘱
状
伝

達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
十
一
月
末
を
も
っ
て

任
期
満
了
と
な
り
、
新
し
く
厚
生

大
臣
か
ら
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
た

も
の
で
、
委
員
一
人
ひ
と
り
に
福

田
町
長
か
ら
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
び
再
任
さ
れ
た
委
員
は

十
五
人
、
新
任
三
人
。
任
期
は
三

年
で
す
。

伝
達
式
の
あ
と
協
議
会
が
行
わ

担当区（池の内）担当区（宮市、宮市原・杉谷）担当区（下安井、洲河崎）

∴
　
l

、
㌣

後　房雄（本五）　　堀田典子（本－）

れ
、
各
対
策
部
の
役
員

な
ど
の
選
任
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

民
生
委
員
さ
ん
に
は

地
域
住
民
の
福
祉
向
上

の
た
め
、
相
談
・
指
導

な
ど
を
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

奥田長嘉（柿原）　　生田春美（久連）
担当区（佐川、柿原）担当区（大方・小江尾・久連）担当区（新町一・二丁目）担当区（本四、五丁目）担当区（本一、二、三丁目）

‾清水忠良（袋原）
担当区（青原、西成、袋原）

森田晴雄（貝田）
担当区（貝田）

谷口雅致（小原）　山本喜和（下蚊屋）　野田克人（大河原）
担当区（栗尾、実用、小原）担当区（助沢、下蚊屋）　担当区（大河原）㊨腰監禁、

鏡ケ成）

宮本勅克く尾之上原）生田三那子（新道）　日野尾千絢（武庫）
担当区（尾之上原、日ノ詰　担当区（荒田、新道、一旦）担当区（半の上、宮の前、武庫）

深山口）

長
年
に
わ
た
り
、
町
民
の
福
祉

向
上
に
尽
力
さ
れ
た
三
人
の
民
生

委
員
さ
ん
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
在
任
期
間
は
、
宮

本
幸
人
さ
ん
　
（
新
一
）
　
が
十
八
年

藤
原
一
さ
ん
　
（
尾
之
上
原
）
　
が
十

七
年
、
神
庭
勲
さ
ん
　
（
大
河
原
）

が
、
七
年
で
す
。
退
任
に
あ
た
り
、

福
田
町
長
か
ら
そ
の
功
労
に
対
し

て
感
謝
状
と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

退
任
さ
れ
た
み
な
さ
ん
は
、

「
微
力
な
が
ら
町
民
の
福
祉
に
役

立
つ
こ
と
が
で
き
て
、
と
て
も
う

れ
し
い
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

井上廉女
主任児童委員
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▲
▼
▼
●
を力協

⑳

今
年
も
ま
た
雪
の
シ
ー
ズ
ン
が
や
っ
て
き
ま

し
た
。
雪
に
対
す
る
備
え
は
万
全
で
し
ょ
う
か
。

積
雪
時
に
は
、
交
通
事
故
は
も
ち
ろ
ん
、
雪
崩
、

が
け
崩
れ
な
ど
の
災
害
も
発
生
し
や
す
く
な
り

ま
す
。
十
分
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

i

鶏

く

く

雪
道
で
は
、
道
路
と
水
路
の
区

別
が
つ
か
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
路
上
の
障
害
物
な
ど

も
見
つ
け
に
く
く
な
り
ま
す
。

歩
行
者
も
運
転
者
も
十
分
に
気

を
つ
け
て
交
通
安
全
に
心
が
け
ま

し
ょ
、
つ
。

町
内
の
道
路
除
雪
は
、
平
成
十

年
度
除
雪
計
画
に
基
づ
き
、
バ
ス

路
線
、
主
要
交
通
路
を
優
先
し
て

除
雪
を
行
い
、
交
通
の
確
保
を
図

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
他
特
に
必
要
と
認

め
ら
れ
る
生
活
道
路
　
（
町
道
）
　
に

つ
い
て
も
順
次
除
雪
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
道
路
幅
員
の
狭
い
町
道

及
び
冬
期
に
お
け
る
通
行
が
危
険

と
判
断
さ
れ
る
町
道
の
除
雪
に
つ

き
ま
し
て
は
、
地
元
の
み
な
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

㊧
絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

2
屋
根
の
雪
お
ろ
し
に
つ
い
て

屋
根
の
雪
お
ろ
し
を
し
て
、
そ

の
ま
ま
道
路
上
に
放
置
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
が
、
お

ろ
し
た
雪
は
必
ず
除
雪
し
て
く
だ

さ
い
。

3
歩
道
除
雪
の
協
力
に
つ
い
て

歩
道
・
通
学
路
の
除
雪
に
つ
き

ま
し
て
は
、
ぜ
ひ
地
元
の
み
な
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

4
除
雪
作
業
中
の
通
行
規
制
に
つ
い
て

除
雪
作
業
は
、
通
勤
・
通
学
時

を
な
る
べ
く
さ
け
て
実
施
し
ま
す

が
、
や
む
を
得
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

5
道
路
除
雪
後
の
協
力
に
つ
い
て

除
雪
し
た
雪
で
水
路
な
ど
が
あ

ふ
れ
た
り
、
玄
関
な
ど
に
雪
が
達

す
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

新
型
除
雪
ド
ー
ザ
ー
配
備

町
で
は
、
新
し
く
十
三
－
級
除

雪
用
ド
ー
ザ
ー
を
購
入
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
以
前
使
用
し
て
い
た

除
雪
ド
ー
ザ
ー
が
耐
用
年
数
を
経

過
し
、
故
障
が
多
く
維
持
費
が
増

大
し
て
き
た
た
め
今
回
更
新
し
ま

し
た
。
新
し
い
除
雪
車
は
、
県
道
上
徳

山
俣
野
江
府
線
の
武
庫
か
ら
探
山

口
に
か
け
て
と
武
庫
及
び
池
ノ
内

集
落
内
が
主
な
除
雪
箇
所
で
す
。

今
年
度
は
、
こ
れ
に
よ
り
町
有

機
械
六
台
と
借
上
げ
た
機
械
十
四

台
で
道
路
・
歩
道
な
ど
全
町
の
主

要
路
線
を
除
雪
す
る
計
画
と
な
っ

て
い
ま
す
。

⑥

1
路
上
駐
車
の
禁
止
に
つ
い
て

路
上
、
待
避
所
、
バ
ス
廻
し
場

に
駐
車
さ
れ
る
人
が
あ
り
、
除
雪

作
業
に
支
障
を
き
た
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
非
常
に
危
険
で
す
の
で

※
冬
期
間
の
ご
み
収
集
に
つ
い

て

積
雪
時
に
は
、
ご
み
収
集
場

付
近
に
、
雪
を
よ
せ
た
り
、
駐

車
す
る
人
が
あ
り
ま
す
が
、
収

集
作
業
の
妨
げ
と
な
り
ま
す
の

で
や
め
て
く
だ
さ
い
。

▲今年配備された新型除雪ドーザー
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鳥取県「親子のよい歯のコンクール」

川上明美㌔、歯畠も親子見事最優秀

十
二
月
一
日
、
鳥
取
県
「
親
子

の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
」
　
に
お

い
て
、
最
優
秀
に
選
ば
れ
た
御
机

の
川
上
明
美
さ
ん
と
長
女
の
明
音

ち
ゃ
ん
　
（
四
歳
）
　
に
、
県
庁
知
事

室
で
、
西
尾
知
事
か
ら
表
彰
状
と

記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
県
内
の

前
年
度
三
歳
児
歯
科
検
診
受
診
者

五
千
七
百
五
十
三
人
が
対
象
で
、

各
保
健
所
管
内
か
ら
虫
歯
が
無
く

歯
並
び
も
良
好
な
親
子
七
人
が
推

薦
さ
れ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

▲西尾知事から表彰を受ける川上さん親子

交通安全を願いストップマークを！
貼りつける

一江府町交通安全母の会－

十
二
月
七
日
か
ら
来
年
の
一
月
五

日
ま
で
の
三
十
日
間
、
年
末
年
始
の

交
通
事
故
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

江
府
町
交
通
安
全
母
の
会
　
（
会
長

川
上
美
智
子
さ
ん
）
　
で
は
、
こ
の
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
に
合
わ
せ
、
通
園
通
学

路
の
横
断
歩
道
面
に
一
旦
停
止
の
注

意
を
呼
び
か
け
る
ス
ト
ッ
プ
マ
ー
ク

を
貼
り
付
け
る
こ
と
を
計
画
。

保
育
園
・
各
小
学
校
区
・
中
学
校

に
分
か
れ
通
園
通
学
路
の
危
険
箇
所

を
点
検
し
た
後
、
町
内
約
四
十
五
箇

所
に
設
置
し
ま
し
た
。

◎

本
町
出
身
者
と
東
京
で
交
流
会

十
一
月
二
十
七
日
、
東
京
の
虎
の
門
パ
ス
ト
ラ
ル
に
お

い
て
、
日
野
町
・
江
府
町
合
同
の
東
京
交
流
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
東
京
を
中
心
と
し
た
周
辺
地
域
に
在
住
の
町

出
身
者
に
お
集
り
い
た
だ
き
、
ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
な
ど

を
語
っ
て
も
ら
お
う
と
企
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。

交
流
会
は
、
は
じ
め
に
懇
談
会
が
行
わ
れ
、
ふ
る
さ
と

を
思
う
皆
さ
ん
か
ら
は
「
日
野
川
を
四
国
の
四
万
十
川
の

よ
う
に
、
全
国
へ
ピ
ー
・
ア
ー
ル
で
き
る
よ
う
に
し
た
ら
」

「
今
観
光
に
目
が
む
い
て
い
る
。
日
野
郡
が
ひ
と
つ
に
な

っ
て
観
光
ポ
イ
ン
ト
を
つ
く
る
こ
と
が
必
要
」
ま
た
「
境

港
駅
か
ら
生
山
駅
ま
で
の
間
を
S
L
（
蒸
気
機
関
車
）
を

走
ら
せ
て
は
」
な
ど
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
、
約
百
人
の
方
が
集
い
、
懇
親
会
が
行
わ
れ

な
か
に
は
、
卒
業
以
来
の
出
会
い
と
な
っ
た
方
も
あ
り
、

ふ
る
さ
と
の
話
題
に
花
が
咲
い
て
い
ま
し
た
。

●

十
一
月
二
十
九
日
、
助
沢
地
区
防
災

講
習
会
が
、
助
沢
公
民
館
で
住
民
約
五

十
人
が
参
加
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

火
を
扱
う
こ
と
が
多
い
冬
の
期
間
、

火
災
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
と
対
処
方

法
を
学
ぶ
こ
と
が
目
的
で
す
。

講
習
は
、
は
じ
め
に
江
府
消
防
署
の

見
田
予
防
係
長
か
ら
「
住
宅
で
の
防
火

対
策
」
　
に
つ
い
て
の
講
話
の
後
、
実
際

に
消
火
器
を
使
っ
て
の
消
火
体
験
や
救

急
講
習
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
集

落
で
は
、
十
月
に
全
焼
す
る
火
事
が
発

生
し
た
ば
か
り
で
、
参
加
し
た
み
な
さ

ん
は
熱
心
に
、
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

⑳

▲消火融森をする参加者
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▲枝打ち作業の様子▲森林ボランティアに参加されたみなさん

十
一
月
二
十
日
、
町
で

は
、
森
林
交
付
税
創
設
促

進
運
動
の
一
環
と
し
て
森

林
の
現
状
を
知
っ
て
も
ら

お
う
と
、
下
蚊
屋
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
森
林
作

業
を
行
い
ま
し
た
。

町
内
外
か
ら
三
十
人
が

参
加
し
て
、
ス
ギ
ヤ
ヒ
ノ

⑳

キ
の
枝
打
ち
を
体
験
し
ま

し
た
。
森
林
交
付
税
創
設
は
、

水
資
源
を
養
い
酸
素
を
供

給
す
る
な
ど
の
森
林
の
公

益
的
な
機
能
を
守
り
山
村

の
活
性
化
を
図
る
た
め
国

か
ら
市
町
村
へ
森
林
面
積

に
応
じ
た
予
算
配
分
を
求

め
る
の
が
目
的
で
す
。
江

府
町
を
は
じ
め
全
国
約
八

百
市
町
村
で
森
林
交
付
税

創
設
促
進
連
盟
を
組
織
し

て
い
ま
す
。

こ
の
日
の
作
業
現
場
は

平
成
四
年
の
県
植
樹
祭
の

際
に
植
え
ら
れ
た
十
年
生

の
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
七
百
五

十
本
が
群
生
し
て
い
ま
す
。

ヘ
ル
メ
ッ
ト
姿
で
防
寒

着
に
身
を
包
ん
だ
参
加
者

た
ち
は
、
江
府
町
森
林
組

合
作
業
員
の
指
導
を
受
け

高
さ
二
・
五
メ
ー
ト
ル
ほ

ど
の
枝
を
、
ノ
コ
ギ
リ
で

自
分
の
背
丈
の
高
さ
ま
で

次
々
と
切
り
落
と
し
て
い

ま
し
た
。

年末・年始の閉庁・休館についてのお知らせ

⑳　 ⑳　 ⑳　 ⑳　　　　 1 2 月 分

男

子

事 業 所 名 住 所 地 職　　 種 年 齢 賃　　 金 就 業 時 間

（有） 住　 田　 組 佐川882 技術管理者及び作業員 2 0 ′〉6 5 19 8，000～285，000 8 ：15′〉17 ：00
（有） 江　 川　 組 江尾47 －9 土木 一 般 18 ′〉5 5 16 8，000～350，000 8 ：3 0′〉16 ：45

女
子
事 業 所 名 住 所 地 ：芸　　　　 ＝＝ 年 齢 貰　　 釜 就 業 時 間
（有）江　 川　 組 江尾47 －9 土 木 一 般 18 ′〉5 5 14 8，000～200，000 8 ：30 ′、ノ16 ：45

●求人情矧 こ関する問い合わせ先　 米子公 共職業 安定所根 雨出張所 （T EL 7 2 －006 5）　　 l

※町報掲載時まで に充足済等 によ り求人が取 り消 しとなっている場合がありますのでご了承 ください。

⑦
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成順磨

⑳
◎
調
開
鍼
相

時
ま
で

土
曜
日
は
十
三
時
ま
で

◎
通
常
保
育
時
間

八
時
か
ら
十
六
時
ま
で

土
曜
日
は
十
二
時
ま
で

◎
そ
の
他

障
害
児
保
育
を
行
っ
て

い
ま
す
の
で
ご
相
談
下

1蒜オー▼ぎ‾‾　も

第
三
子
以
降
の
三
歳
児
（
十

一
年
度
か
ら
範
囲
を
拡
げ

ま
す
）
　
ま
で
の
保
育
料
は

規
定
の
三
分
の
一
の
金
額

と
な
り
ま
す
。

町
で
は
園
児
一
人
当
り

年
間
平
均
約
四
万
円
の
保

育
料
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

保
育
内
容
等
詳
し
く
お
知

り
に
な
り
た
い
方
は
、
ご

遠
慮
な
く
保
育
園
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

・
子
供
の
国
保
育
園
（
℡
⑮
－
2
7
0
4
）

・
役
場
福
祉
保
健
課
（
℡
向
T
3
2
2
3
）

㊥
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ボケだって防＜ことができる

ボケは、寝たきりよりも防＜ことがむ

ずかしいと考えられていますガ、完全に

防ぐことはできなくても、軽くすませる

ことは可能です。

ボケとは、脳の極端な老化のことです

から、ボケを防＜基本は、脳の血管の老

化を遅らせることと、脳細胞を若々しく

保つことの二つです。

囲
碁
や
将
棋
な
ど
の
ゲ
ー
ム

を
楽
し
む
。

電
話
よ
り
手
紙
を
書
く
。

人
へ
の
気
配
り
を
す
る
。

面
倒
が
ら
ず
、
脳
と
体
を
こ

ま
め
に
使
う
。

寝た苦りにならない定めに

モー1

ボ
ケ
を
防
く
に
は
？

塩
分
を
と
り
過
ぎ
な
い
。

動
物
性
脂
肪
を
と
り
過
ぎ
な
い
。

高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
食
品
を

と
り
過
ぎ
な
い
。

太
り
過
ぎ
な
い
。

適
度
に
運
動
を
す
る
。

日
記
代
わ
り
の
メ
モ
を
書
く
。

～寝た苦りゼロへのIOか系～

＆の　リハビリt
食事と排泄薫替えから

過度の安静　逆効兼 ⑳観象

◎最深妄言と天産

畿象手鼻 段差をなく
アイデア生かした　住まし

は着替えて　身だし 、垂∴∴
自立の気持ちを大切に

老人保健　今月の医療費（10月診療分）

対象者敷 く人） 総医療費（10割）（円） 一人当た り医療費 （円）

国　 保 5 1 6 2 6 ，8 5 7 ，2 3 9 5 2 ，0 4 8

社　 保 4 0 1 19 ，7 0 3 ，6 7 7 4 9 ，1 3 6

計 9 17 4 6 ，5 6 0 ，9 1 6 5 0 ，7 7 5

◎
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日野病院だより⑱

外

師
）
医
長（日野病院副

立
っ
た
時
に
足
の
血
管
が
ふ
く

れ
、
曲
が
り
く
ね
っ
て
浮
き
上
が

っ
て
く
る
よ
う
な
人
は
い
ま
せ
ん

か
。
こ
れ
が
下
肢
静
脈
癌
で
す
。

血
液
の
循
環
と

静
脈
の
役
割

心
臓
か
ら
動
脈
を
通
し
て
送
り

出
さ
れ
た
血
液
は
、
静
脈
を
介
し

て
心
臓
に
返
っ
て
き
ま
す
。
立
っ

た
時
静
脈
は
重
力
に
逆
ら
っ
て
心

⑳

臓
に
血
液
を
運
ば
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
の
際
、
重
要
な
働
き

を
す
る
の
が
静
脈
弁
で
す
。
静
脈

弁
は
血
液
の
逆
流
を
防
い
で
心
臓

の
方
に
流
れ
を
つ
く
る
の
で
す
。

静

脈

癌

と

は

静
脈
癌
と
は
、
足
の
静
脈
弁
が

正
常
に
機
能
し
な
く
な
り
、
血
液

が
逆
流
し
て
足
の
血
液
の
循
環
が

悪
く
な
る
病
気
で
す
。

最
初
は
血
液
の
う
っ
滞
の
た
め

静
脈
が
太
く
な
る
だ
け
で
す
が
、

そ
の
う
ち
、
足
が
重
く
な
る
・
む

く
む
・
こ
む
ら
返
り
な
ど
の
症
状

が
で
て
き
ま
す
。
さ
ら
に
進
む
と

皮
膚
炎
を
起
こ
し
、
色
素
沈
着
を

来
た
し
、
さ
ら
に
進
む
と
皮
膚
に

潰
瘍
が
で
き
た
り
し
ま
す
。

静
脈
癌
の
原
因
は
は
っ
き
り
し

ま
せ
ん
が
、
ど
ん
な
人
に
多
い
か

と
い
う
傾
向
は
あ
り
ま
す
。
女
性

に
多
く
、
そ
れ
も
経
産
婦
（
出
産

回
数
の
多
い
人
ほ
ど
）
、
血
縁
に

動
脈
癌
の
あ
る
人
、
立
ち
仕
事
の

人
な
ど
で
す
。

静脈流が発症した足

⑬

人の動き11月届

（性別）（保護者）

男　　睦夫

男　　修身

◎お誕生おめでとう

（住所）（氏　名）
しゆん一くい

武　庫　加藤　俊平

小江尾　篠田　享介

◎ご婚姻を祝します

望芸貴芸芸）芸諾ら

◎ごめい福を祈ります

（住所）（氏　名）（年齢）

久連下　水下　清春　68歳

佐　川　森谷　英一　86歳

竹内　郁子　94歳

福田　岩雄　95歳

堀田　主税　58歳

一
二
　
原

静
脈
癌
の
治
療

静
脈
癌
は
慢
性
で
良
性
の
病
気

で
す
。
直
接
、
命
に
関
わ
る
こ
と

は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

ひ
ど
く
心
配
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
放
っ
て
お
く
と
徐
々
に

進
行
し
て
い
き
ま
す
。

発
生
を
予
防
す
る
こ
と
は
無
理

と
思
わ
れ
ま
す
が
、
長
時
間
の
立

位
を
さ
け
る
、
定
期
的
に
足
を
上

げ
る
、
か
ら
だ
を
し
め
つ
け
る
衣

服
を
着
用
し
な
い
な
ど
の
日
常
の

注
意
と
弾
力
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
の
着

用
で
悪
化
を
予
防
す
る
こ
と
は
重

要
な
こ
と
で
す
。

治
療
に
は
圧
迫
療
法
、
硬
化
療

傘
法
、
手
術
療
法
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
、
長
所
・
短
所
が
あ
り
、

症
状
、
静
脈
癌
の
程
度
、
形
な
ど

で
、
又
患
者
さ
ん
の
希
望
を
聞
き

な
が
ら
使
い
分
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
（
1
）
　
圧
迫
療
法

弾
力
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
な
ど
で
圧

迫
し
て
静
脈
の
う
っ
血
や
逆
流
を

防
ぐ
方
法
で
す
。
こ
れ
だ
け
で
だ

る
さ
の
症
状
は
軽
減
し
ま
す
。
安

全
で
簡
単
な
方
法
で
す
が
着
脱
が

め
ん
ど
う
で
す
し
、
静
脈
痛
が
治

る
と
言
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
2
）
　
硬
化
療
法

静
脈
癌
内
に
硬
化
剤
を
注
入
し

て
静
脈
を
硬
化
・
閉
塞
さ
せ
、
静

脈
癌
を
消
失
さ
せ
て
し
ま
う
方
法

で
す
。
症
例
を
選
ば
な
い
と
、
こ

れ
単
独
で
は
再
発
し
や
す
い
と
い

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

（
3
）
　
手
術
療
法

静
脈
を
抜
き
取
る
と
い
う
手
術

で
比
較
的
簡
単
な
う
え
、
安
全
な

手
術
な
の
で
成
績
も
よ
い
の
で
す

が
、
入
院
の
必
要
も
あ
り
傷
跡
が

残
り
ま
す
。
し
か
し
、
最
近
手
術

と
硬
化
療
法
を
組
み
合
わ
せ
て
、

手
術
を
軽
く
す
る
方
向
に
あ
り
ま

す
。

▼
今
年
も
終
り
に
近
づ
き
、
門

前
に
は
、
門
松
を
み
か
け
る
時

期
に
な
り
ま
し
た
。
七
月
か
ら

広
報
を
担
当
し
、
は
や
六
ケ

月
。
悪
戦
苦
闘
の
日
々
は
今
も

な
ん
ら
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
し
か
し
、
そ
ん
な
苦
難
の
中

に
も
、
さ
さ
や
か
な
楽
し
み
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
町
報
の

最
後
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

る
「
元
気
で
ー
す
！
ヤ
ン
グ
」

取
材
で
す
。
「
ど
ん
な
仕
事
を

し
て
い
ま
す
か
。
趣
味
は
、
な

ん
で
す
か
」
　
こ
ん
な
あ
た
り
ま

え
の
問
答
の
中
に
も
、
仕
事
や

遊
び
に
イ
キ
イ
キ
と
取
り
組
む

現
代
の
若
者
の
姿
が
あ
り
ま

す
。
若
い
人
た
ち
と
接
す
る
機

会
も
少
な
く
な
っ
て
い
る
最

近
、
年
代
は
違
う
け
れ
ど
彼
ら

の
考
え
や
気
質
、
思
わ
ぬ
一
面

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
と
て
も

新
鮮
で
す
。
▼
二
十
歳
前
後
の

自
分
は
、
な
に
に
熱
中
し
て
い

た
の
だ
ろ
う
か
。
あ
ん
な
輝
き

の
あ
る
時
期
が
あ
っ
た
の
だ
ろ

う
か
・
・
・
。
悲
し
い
こ
と

に
、
も
う
思
い
出
す
こ
と
さ
え

ま
ま
な
ら
な
い
歳
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
▼
そ
れ
で
は
、
よ
い

お
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。
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めさすは、高齢者のアイト／Lです。

チロルの里特別養護老人ホーム勤務

井澤　淳一さん（岸本町・23歳）
●仕事について教えてください。

老人ホームで生活指導員をしています。入所者の生活全

般についてお世話していますか、入退所の手続きなど事

務的な仕事が多いです。

●趣味を教えてください。

園芸で観葉植物を栽培しています。ポトス・パキラなど

11種類です。また最近はハーブに凝っています。

あと絵画鑑賞で、シムシメールの作品が好きです。

⑳　●讐警警…六；誓誓しです。′ル＿ボ＿ル．まクラブに
所属していて、セッターをしています。

●これからどんなことがしてみたいですか？

全国津々浦々を一人で何日もかけて、ぶらっと旅をして

みたいです。

●好きな女性のタイプを教えてください。

なんでも一生懸命がんばっていて、応援したくなるよう

な人です。芸能人でいえば、奥菜恵・広末涼子さんです。

美しく豊かなむらつくり大会’98
米子コンベンションセンタービッグシップで

下蚊屋荒神神楽披露

食談訪杏育め チャレンジクッキング

江府町の特産品、大根を使って「洋風のふうふき大

根」を作りました。コンソメ味付であっさりと、簡単

に作れる一品です。

～ふうふき大根のえびあんかけ～

〔作り方〕

〔材料　4人分〕

大根　520g

えび100g

米　大さじ1

酒　大さじ1

固形スープの素2個

水　2カップ

L一二、

栗粉大さじ1
水　大さじ1

大根葉　30g

0大根は、5cmの厚さに切って

皮をむき面をとり、うら側に十

文字の隠し包丁を入れる。

◎米を加えたたっぷりの水で（米

のとぎ汁でもよい）約30～40

分ゆでて、さっと水洗いする。

◎えびはみじん切りにする。

○○の大根、水、コンソメ、酒を

鍋に入れ、煮立ったら弱火で約

10分煮て器に盛る。

◎鍋の煮汁を煮立て、えびを加え

水溶き片栗粉を加える。

◎○に◎をかけ、上に茹でた大根

葉のみじん切りを飾る。

（提供　江府町食生活改善推進協議会）

世帯数1，225世帯（＋3）　人口4．271人（＋1）　男乙007人（＋1）　女2，264人（±0）（）は前月比11月末
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